
     

日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
は
２
０
０

１
年
４
月
、
豊
洲
移
転
整
備
基
本
計
画

に
「
生
鮮
食
品
を
扱
う
市
場
を
汚
染
土

壌
に
作
る
こ
と
自
体
間
違
っ
て
い
る
」

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公

明
な
ど
他
の
党
は
「
な
ん
で
も
反
対
の

共
産
党
」
と
い
っ
て
揶
揄
し
、
そ
の
年

の
１２
月
、
都
は
豊
洲
移
転
計
画
を
強
行

し
ま
し
た
。 

あ
れ
か
ら
１５
年
経
過
し
た
今
、
緻
密

な
汚
染
調
査
と
対
策
に
よ
っ
て
頑
固
と

い
わ
れ
て
も
反
対
を
貫
い
た
こ
と
が
正

し
い
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
事
に
証

明
さ
れ
ま
し
た
。 

当
時
、
共
産
党
以
外
の
政
党
が
権
力

や
利
権
に
執
着
せ
ず
、
住
民
目
線
、
都

民
目
線
で
判
断
し
、
都
民
の
側
に
身
を

置
い
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら

な
か
っ
た
筈
で
す
。 

 

間
違
っ
た
判
断
は 

重
大
な
禍
根
を
残
す 

 

話
は
豊
洲
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
古
く
は
日
本
の
仕
掛
け
た
１５

年
戦
争
の
残
酷
性
や
広
島
、
長
崎
の
悲

劇
。
そ
し
て
、
今
で
は
戦
争
法
、
原
発
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
日
本
の
将

来
に
と
っ
て
重
大
な
禍
根
を
残
す
こ
と

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
、
財
界
本
位
の

政
治
を
改
め
、
国
民
主
権
の
政
治
を
進

め
る
日
本
共
産
党
こ
そ
、
日
本
の
将
来

に
責
任
を
持
つ
確
か
な
政
党
で
あ
る
こ

と
も
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。(

ｙ) 
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参
議
院
選
挙
で
は
戦
後
初

め
て
市
民
の
後
押
し
に
よ
る

野
党
共
闘
が
全
国
規
模
で
実

現
し
、
大
健
闘
と
い
え
る
成

果
を
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し

改
憲
に
必
要
な
３
分
の
２
議

席
も
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
選
挙
で
安
倍
・
自
公

政
権
は
、
憲
法
改
正
を
は
じ

め
真
の
争
点
を
ひ
た
隠
す
こ

と
で
多
数
の
議
席
を
獲
得
し

た
ま
さ
に
「
だ
ま
し
討
ち
」

政
権
で
す
。 

選
挙
後
、
安
倍
政
権
は
平

和
、
民
主
主
義
、
暮
ら
し
を
壊
す

暴
走
政
治
を
各
分
野
で
加
速
し

て
い
ま
す
。 

１
５
８
０
万
人
の
戦
争
法
廃

止
署
名
を
無
視
し
て
、
安
保
法
制

＝
戦
争
法
で
自
衛
隊
が
海
外
派

兵
、
自
民
党
改
憲
草
案
を
基
本
に

す
る
憲
法
改
憲
、
多
国
籍
企
業
の

利
潤
優
先
、
国
内
産
業
、
雇
用
を

犠
牲
に
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
国
会
批

准
、
原
発
再
稼
働
、
沖
縄
米
軍
基

地
問
題
、
大
企
業
へ
の
公
共
事
業

な
ど
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
不
況
」
が

深
刻
で
す
。
格
差
を
拡
大
す
る
暴

走
政
治
が
加
速
し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
国
会
で
安
倍

内
閣
を
追
求
、
政
治
資
金
の
白
紙

領
収
書
や
公
的
年
金
の
巨
額
損

失
、
介
護
保
険
の
負
担
増
な
ど

に
、
抜
本
的
対
案
を
示
し
政
治
の

転
換
を
迫
り
ま
し
た
。
安
倍
政
権

2015 年度 会派別政務活動費 収支報告書   （単位円） 

  
新政久喜 公明党 日本共産党 市民の政治 (田中勝) 

（1 名） （15 名） （5名） （4 名） （2 名） 

収入 交付合計 5,520,000  1,800,000  1,440,000  720,000  360,000  

支出 

調査研究費 1,816,865  1,380,949  271,463  0  0  

研修費 529,427  272,169  147,002  110,524  0  

広報費 2,977,385  0  732,446  643,779  475,200  

資料購入費 243,871  153,579  124,913  29,626  0  

支出合計 5,567,548  1,806,697  1,275,824  783,929  475,200  

収支差引残額 -47,548  -6,697  164,176  -63,929  -115,200  

 

６
月
か
ら
念
願
の
エ
ア
コ

ン
が
市
内
全
て
の
小
中
学
校

で
稼
働
し
、
子
ど
も
達
か
ら
喜

ん
で
い
る
声
が
届
い
て
い
ま

す
。 し

か
し
、
安
全
に
稼
働
さ
せ

る
た
め
に
は
変
圧
器
（
ト
ラ
ン

ス
）
な
ど
の
追
加
工
事
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
急

遽
、
市
は
予
算
の
議
決
を
得
る

こ
と
な
く
工
事
を
実
施
し
て

打
倒
を
め
ざ
し
、
総
選
挙
で
も
野

党
共
闘
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

新
潟
県
知
事
選
で
の
勝
利
は
大

き
な
弾
み
に
な
り
ま
す
。 

野
党
共
闘
と
共
産
党
の
躍
進

で
国
民
が
主
人
公
の
政
治
の
実

現
へ
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

久
喜
市
で
は
月
３
万
円
を
３

ヶ
月
毎
に
各
会
派
に
交
付
。
支
出

は
①
事
務
局
②
各
会
派
会
計
全

員
相
互
で
③
外
部
会
計
事
務
所

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
領
収

書
は
１
円
か
ら
領
収
書
を
添
付

し
ま
す
。 

領
収
書
は
議
会
事
務
局
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
視
察
の
場
合
は

報
告
書
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
政
務
活
動
費
残
額
は
、
返

金
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
ネ
ッ
ト
で
領
収
書
の

公
開
な
ど
、
情
報
公
開
を
進
言
し

て
い
き
ま
す
。 

 

 

い
ま
し
た
。 

市
は
「
議
決
さ
れ
て
い
た

債
務
負
担
行
為
内
の
金
額
で

あ
り
問
題
な
い
と
判
断
し
工

事
を
行
っ
た
が
、
厳
密
に
は

予
算
制
度
に
反
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
」
と
ミ
ス
を

認
め
、
責
任
と
し
て
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
の
給
与
減

額
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。 

共
産
党
市
議
団
は
、
今
回

の
件
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で

き
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
エ
ア

コ
ン
稼
働
に
は
必
要
で
あ
っ

た
。
ま
た
、市
の
認
識
の
甘
さ
、

チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
大
き
な
問

題
が
あ
っ
た
が
悪
意
で
は
な

か
っ
た
。
責
任
の
所
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

再
発
防
止
策
と
し
て
6
項
目

を
提
案
し
、補
正
予
算
に
賛
成

を
し
ま
し
た
。 

   

 

 

 


